
　

11
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
木
次
線
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を

目
的
に
「
秋
の
庄
原
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
２
部
構
成
で
実
施
し
、
第

1
部
は
、
芸
備
線
列
車
の
旅
（
貸
切
列
車
の

運
行
）、
第
２
部
で
は
、
地
元
高
校
生
に
よ

る
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
紹
介
や
ア

イ
デ
ア
発
表
、
ま
た
芸
備
線
庄
原
市
応
援
大

使
の
徳
永
ゆ
う
き
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

芸
備
線
庄
原
市
応
援
大
使　
　
　
　
　

徳
永
ゆ
う
き
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

大
阪
府
出
身
。
平
成
24
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
」
で
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
。

　

翌
年
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
し
、
平
成
26
年
「
第

56
回
輝
く
！
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
」
で
新
人

賞
を
受
賞
。
歌
手
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、

“
撮
り
鉄
”
と
し
て
鉄
道
写
真
の
撮
影
を
趣

味
と
す
る
な
ど
、
鉄
道
フ
ァ
ン
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
10

月
、芸
備
線（
広

島
―
備
後
庄
原

駅
間
）
開
業

１
０
０
周
年
の

イ
ベ
ン
ト
で
、

一
日
駅
長
を
務

め
、
同
日
、
市

が
芸
備
線
庄
原

市
応
援
大
使
に

任
命
し
た
。

芸
備
線
列
車
の
旅
（
貸
切
列
車
の
運
行
）

　

第
1
部
は
「
徳
永
ゆ
う
き
と
行
く
！
芸
備

線
列
車
の
旅
」
と
題
し
、
備
後
庄
原
駅
か
ら

東
城
駅
ま
で
貸
し
切
り
列
車
を
運
行
し
ま
し

た
。

　

列
車
内
で
は
、
庄
原
の
観
光
ガ
イ
ド
の

熊く
ま
も
と本
洋ひ

ろ
み
ち道
さ
ん
が
、
芸
備
線
か
ら
見
る
こ
と

の
で
き
る
絶
景
や
歴
史
な
ど
、
笑
い
あ
り
の

解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
備
後
落
合
駅
か
ら

は
、
徳
永
さ
ん
も
乗
車
し
、
乗
客
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
会
話
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
な
が
ら
、
芸
備
線
の
旅
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
備
後
庄
原
駅
か
ら
東
城
駅
ま
で
の

各
駅
で
は
、
保
育
所
の
園
児
や
地
域
の
皆
さ

ん
が
手
や
旗
を
振
る
な
ど
、
列
車
の
お
出
迎

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
高
校
生
に
よ
る
取
り
組
み
紹
介・
ア

イ
デ
ア
発
表
＆
徳
永
ゆ
う
き
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト

　

第
２
部
は
、
東
城
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に

タ
レ
ン
ト
で
庄
原
市
ジ
ビ
エ
大
使
で
も
あ
る

松ま
つ
も
と本
裕ゆ

み

こ

見
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
、
高
校
生

に
よ
る
芸
備
線
利
用
促
進
の
取
り
組
み
紹
介

や
ア
イ
デ
ア
の
発
表
、
最
後
に
は
徳
永
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

庄
原
格
致
高
校

　

庄
原
格
致
高
校
は
、
生
徒
２
人
が
Ｊ
Ｒ
芸

備
線
の
利
用
促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
小

学
校
の
児
童
と
一
緒
に
、
西
城
町
へ
の
旅
を

企
画
し
た
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

庄
原
の
何
気
な
い
風
景
が
、
芸
備
線
か
ら

見
る
と
新
鮮
に
見
え
た
こ
と
、
地
元
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

参
加
し
た
児
童
や
保
護
者
か
ら
喜
び
の
声
が

た
く
さ
ん
聞
け
た
こ
と
な
ど
を
、
自
分
た
ち

で
撮
っ
た
写
真
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

開業100周年で芸備線庄原市応援大使に任命

熊本さんのガイド徳永さんの乗車で盛り上がる列車内

～秋の庄原鉄道イベント～
地域交通課芸備線対策係☎0824-73-1171

　
　西

城
紫
水
高
校

　

西
城
紫
水
高
校
は
、
生
徒
３
人
が
芸
備
線

の
現
状
の
把
握
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
芸
備
線
の
利
用
者

を
増
や
す
方
法

な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

利
用
者
を
増

や
す
方
法
の
提

案
で
は
、通
学
・

通
勤
者
の
運
賃

割
引
や
駅
の
清

掃
、
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
（
列

車
内
に
自
転
車

を
持
ち
込
め
る

取
り
組
み
）
の

導
入
な
ど
、
普

段
か
ら
芸
備
線

を
利
用
す
る
学

生
目
線
の
意
見

を
発
表
し
ま
し

た
。三

次
高
校

　

三
次
高
校
は
、
生
徒
３
人
が
「
芸
備
線
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
市
役
所
や
芸
備

線
の
運
転
手
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
そ
れ
を
基
に
考
え
た
利
用
促
進
の
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
他
の
自
治
体
の
成
功
事

例
の
活
用
、
ま
た
芸
備
線
の
問
題
が
地
域
に

西城紫水高校１年
中
なか

　優
ゆ う

羽さん
地域交通課長
下
しももり

森　一
かずよし

克

芸備線への思いを伝える

　私は、通学で芸備線を利用し
ているので、その時に感じたこ
とを含め発表させていただき
ました。芸備線は厳しい状況だ
と思いますが、今回のようなイ
ベントを継続していただき、も
っと PRしていけたらと思いま
す。私たち西城紫水高校のみん
なも協力しますので、一緒に盛
り上げていきたいです。

芸備線・木次線の価値・役割を
再認識
　企画を通じて、芸備線・木次
線の価値や魅力を多くの人に認
識していただく中で、さらなる
利用機運の高まりを感じていま
す。芸備線・木次線は、日常生
活の移動の確保や観光などの地
域活性化に取り組む上で必要不
可欠な社会基盤であり、鉄道ネ
ットワークを守るため、引き続き
利用促進を推し進めていきます。

第
１
部

第
２
部

与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。徳

永
ゆ
う
き
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

　
徳
永
さ
ん
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
、
カ

バ
ー
曲
な
ど
、
計
13
曲
を
熱
唱
。
会
場
は
徳

永
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線
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